
平成２３年度 学校経営方針
１ 経営理念

自ら学ぶ意欲と社会の変化に対応できる能力の育成を図るとともに、基礎的・基本的

な内容の指導を徹底し、生徒一人ひとりを生かす教育の充実に努めることで、人間形成

の土台となる「確かな学力」「豊かな感性」「健やかな心身」の育成を目指す学校づく

りを励行する。

２ 教育目標

「 気づき・考え・実行する生徒の育成 」

３ 教育方針

（１）人権尊重の精神を培う

（２）高い知性と豊かな情操を培う

（３）自主性・創造性を培う

（４）積極的な実践力を培う

４ 本年度の努力目標

（１）教師・生徒間の温かい人間関係を育てる

・学級活動の時間の充実を図り、集団の中の個人としての望ましい在り方や態度が身に

つくように努める

・生徒の良いところ（我が子の良いところ）を保護者と学校が共有しあい、生徒たちの

学校生活が安定するように指導法の工夫・改善に努める

・人との違いを認めながら、互いのつながりを大切にする生徒を育成する

（２）思いやりのある人間性豊かな生徒を育てる

・特別支援教育、赤十字活動を基盤とした人権教育を推進しながら、人に優しい生き方

を学ぶ生徒を育成する

・道徳教育の充実を図り、感性を伸ばし思いやりのある生徒を育成する

・読書活動をより促進・充実させることで、生徒の豊かな心を育てる

（３）集団としての規律やルールを守り、協力や共同の営みを大切にする学校を創る

・基本的な生活習慣を身につけ、健康や体力増進に努めるたくましい生徒に育てる

・学び合い・認め合い・高め合える集団づくりを目指し、人間性の醸成とリーダーの育

成を図る

・学級や学年、生徒会における、自主的・自発的活動の展開と支援に努める

（４）教育活動を通して学び方や生きる力を育てる

・自己理解を深め、自己改善の意欲を持って、目標達成に向けて励む生徒を育てる

・生徒の意欲を引き出し、自ら学ぼうとする活気に満ちた授業の展開を図る

・体験活動の充実を通して社会性や豊かな人間性を育む

（５）新学習指導要領の完全実施に向け、「いしかわの学びの指針１２か条」を基に、実践

に取り組む

・基礎的・基本的な知識・技能の習得を図り、課題解決のために必要な思考力･判断力･

表現力を育成する意図的な場の設定と指導の工夫に努める

・各教科において積極的に言語活動を取り入れ、授業構成や指導方法の改善を研究しな

がら学力向上プランの推進に努める

・科学への興味関心を引き出し、理数教育の充実に努める

・郷土の伝統や文化に関心を持ち、その継承や発展につながる教育の充実に努める

（６）学校・家庭・地域の連携を深める

・保護者と学校が互いの役割を自覚し、責任をもって遂行するために協同する態勢づく

りと積極的な情報公開・学校公開に努める

・子ども一人ひとりの情報を共有しながら、９年間を見据えた小学校との連携を深め、

指導の系統性を図る

・地域の人材や教育資源を積極的かつ有効に活用し、生徒の社会性や郷土愛を育む

５ めざす生徒像

（１）自然や命を尊び、温かい人間性を備えた生徒 《生徒指標》

（２）互いの違いを理解し、認め合える生徒

（３）礼節を備え、健康な体づくりに努める生徒 １ 可能性の極限に挑む

（４）学ぶ意欲を持ち、主体的に学習する生徒 ２ 人間らしい人間になる

（５）協力や共同の営みを大切にする生徒 ３ すこやかな心と体をつくる


